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1. は じめ :こ

米国 では以前 か らネ ツ トワーク上でパ プ リック 0ド メイ ン・ ソフ トウェア (P
DS)が 公 開 され ,無 料 の ソフ トウェアが流通 する ようにな った .ネ ッ トワー クが
主に UNIXの uucpネ ッ トであ ったため , PDSは UNIXの 上 で各種 の小 さなツ
ールである ことが多 か った .パ グ情報や改良な どもネ ッ トワーク上 で精 力的に
交換 され ,な か には非常 に有用 なツール と成長 した もの もあ る。
最近 にな り,大 き く,ま た非常 に優秀 な ソフ トウェアが PDSに 放 出 され始め
た .な かで も次の 3つ は規模 の大 きさ と優秀 さ とで際 立つて いる。

(1)フ リー・ ソフ トウェア 0フ ァ ゥンデ ー シ ヨン (FS「 )に よる
Cn‖ limaCsス ク リーン・ エデ イタ

(2)マ サチ ューセ ッツ‐:1科 大学 に よる
X― WindOWウ イン ドウ 0シ ステ ム

(3)Knu th,ア メ リカ数学会,ワ シン トン大学による
UniX ToX清 書 システム

今回話題 となるのは これ ら 3つ の ソフ トウェアの 日本語化である .
また 日本 でも優秀 な無償 ソフ トウエア (厳 密 には PI〕 Sで はな い)が 開 発 さ
れ た。 これ が

(4)京 都大学,ア ステ ツク (株 )に よる
Wnn(う んぬ )日 本語仮名漢変換 システム

であ る .

これ らを組 み合わせ た快適 な 日本 語処理環境 が整 いつつあ る。 これ らの ソフ

トウエアは現在急速 に発展 (パ ー ジ ヨンア ップ )し つつあ るが ,電 総 研 で は比
較的最新のパー ジ ヨンが稼働 して いる と思 われ るので ,今 回 の発表 で は電総研
での これ らの ソフ トウエアの現状 につ いて紹介 した い。

なお ,今 回例 と して いるの は SUNワ ークステ ー シ ヨンであ るが ,も ちろん
Newsや その他 の Unixワ ークステ ー シ ヨンヘ の移植 も進み つつある。
PDSに つ いて はいろい ろ難 しい問題 もあ るが ,こ こでは ,ソ ース付 きで研究
目的で 自由な利 用が許 され る もの と して ,話 を進 め たい .
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2。 日本語 エデ イタ

・ Cnuプ ロジェク ト

Gnuプ ロジェク トは ,Twenex 11に 作 られ たあのオ リジナル Emacsの 作 者 ,

Richard Stallmanに よつて始 め られ た。 この プ ロジェク トでは ,全 ての人 が 自
由に使 える優れ た ソフ トウェア を開発 して お り,最 終 的 にはオペ レーテ イング
システ ム を含 む ,全 ての ソフ トウェア開発環境 を提供 す るこ とを 目標 と して い

る。

Cn.u Emacs(以 下 Emacs)は その 最初 の成 果 であ り,Unix及 び DEC VIS上 で
動 く新 しい Emacsで あ る。Emaosは Stalimanの Froe Softwareの 主張 (Cnu
hniFest)に 従 って ,自 由に複製 ,改 良 を施 す ことがで きる .CnuMAnirostに つ
いては〔1〕 を参照 して欲 しい。

n orna c s

Nemacsは ,筆 者 が この Cnu Manifestの 精神 の も とに Emacsを 日本語化 し
た もの であ り,だ れ でも 自由に使 うこ とが できる。販売す る ことも 自由であ る
が ,こ の場 合 ,ソ ース を付 け ,ま たユ ーザ が他 のユ ーザ に コピー を配布 す るこ

とを禁 止 してはな らない .つ ま り,Cnu Manifestの 精神 であ る .

(1)入 力法  (仮 名変換 ,漢 字変換 とのインターフエース )

Nemacsは 仮名変換 ,漢 字変換 を直接 にはサ ポ ー トして いない。 そ こで外 部の

変換器 を使 う。外 部変換器 と して は後節 で述べ る Wnnを 用 いるこ ともできる .

また,パ ソコン上 の仮名漢字 変換 フロン トエ ン ドプ ロセ ツサ と組 み合わせ て使
うこともで きる。

さ らに Emacs Lispプ ログラ ミングに よつて ,仮 名漢変換 を Emacsに よ り直

接サポ ー トする もの を使 つて いる人 もいる。 これ らのツ ール もいずれ パ ブ リッ

ク 0ド メイ ンに放 出 され るこ とが期待 され る。

(2)出 力表示装置

これ であ とは (な ん らかの )漢 字端 末 があれ ば Nemacsが 使 えるわ けである。

漢字端 末 と して は NECの パ ソコン +漢 字端末 Emulatorが 電総研 で は よ く用
い られ ている .

また ,次 節 で述べ る漢字 X― Windowと 一緒 に使 うこ ともで きる .図 1の 表示

例 は Sunの ビッ トマ ップ・ デ ィス プ レー上 の i:足 字 X― Windowで Wnn+Nomacs

を実行 して いる もの であ る。

(3)コ ー ドに つ い て
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いま 11本 で使 われ ている日本語 コー ド体 系 は ,大 き く分 けて も 3種 類 の もの
がある .す なわ ち 7ビ ッ トコー ドの JISコ ー ド, 8ビ ッ トコー ドの シフ トJIS
コー ド,お よび同 じく 8ビ ッ トの EUCコ ー ドである。
Nemacsは なるべ く多 くの機械 で動 くようにす るために ,こ の 3種 の コー ドを
すべてサポ ー トして いる .コ ー ドは ,キ ーボー ドか らの入力 ,デ ィス プ レイ出
力 ,フ ァイル との人 出力でそれぞれ異 なる場合 を想定 して ,そ れ ぞれ独 立に設
定 可能 であ る .

図 1の 一番 下のモ ー ドライ ンの FIDフ ィール ドが現在使用 中の コー ドを表現
している。 Fは ファイルの コー ド,Iは 入 力の コー ド,Dは デ ィスプ レイの コ
ー ドであ り,そ れぞれ に対応 した Jが JIS,Sが シフ トJIS,Eが l:U〔〕コー ド

である .

もち ろん将来的に はEUCコ ー ドを用 いる ことが望 ま しいわ けだが ,現 在 TTY
や 通信 の ソフ トウェアが 8ビ ッ トコー ドをサポ ー トする とは限 らない ところが
問題点 であ る。

・ 配布

Nomacsの 配布 はすべて ボラ ンテ イア・ ベ ースで行 われ ている。 どん な人 で も
自由に コピー を し,使 用 する ことができる。
Nemacsは 主に JUNET 11の ニュ ース システム によ って Emacsの Pa耐1と し
て配布 され ている.い くつかの JUN『rサ イ トで はボ ランテ イアに よ り 過 去の
記事の保管 が行われ ているの で ,そ こに頼 めばその Pa tchフ アイルが 手にはい
る。

これ を用 いて Emacsを Nemacsに す るには ,や は リパ プ リック・ ドメイ ンの
その名 も pa tchと い うツ ール を使 うのがも っとも簡単 であ る .

Emacs自 体 の手 に いれ 方は近 くの人 か らボラ ンテ イア で MTか カー トリッジ
テ ープにコ ピー して も らうの が最善であ る .10メ ガバ イ ト以上有 るので ,E
― mailで や りと りす るの はち ょっ と難 しい。

最後 の手段 と して Stalimanの 所属 する Free Sortware Foundationか ら手
数料 ($150)の みで送 って も らうことがで きる .注 文書 に小 切手 を同封 し
て送れ ば よい。Stalimanは 寄付 も受け付 けて いるの で ,で きれ ば い くらか余分
に送金 できれ ばなお良 い。

航 空便 で送 って も らうにはテ ー プ l本 ,マ ニ ユアル 1冊 ご とに別料金 ($1
5)が いる .

・ 課題

Nemacsは 87年 の春 に生 まれ たばか りであ り,ま だ まだ完成途 上 である。夏
に一度 バ ー ジ ヨンア ツプ され た。

基本 的 な機能 と して 文字列サ ーチが不完全 であ る。 また,Emacsの 強 力な機
能 の
。つ で あ る ,イ ン ク リ メ ン タ ル サ ー チ も 日 本 語 に つ い て は 働 か な い 。
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また ,例 えば ,清 書機能 と して 日本 語 fill― rogion(禁 則処理 を考慮 しなが
ら一定 の幅 に揃 える )な どが望 まれ る (日 本語 au to― rill― mOdOは すでに組み

込 まれ ている ).

入力法 ももつ と使 いや す くした い。 一番 考え られ るターゲ ツ トは Wnnと の結

合 によ り,仮 名漢変換 モ ー ドを作 るこ とであ ろ う。

3。 ウ イン ドウ・ システ ム

漢 字 Xウ イ ン ドウは MITで 開 発 され た X― windoW(Vors10n 10)を ベ ー ス に

して ,日 本 語 テ キ ス トを表 示 す る た め の パ ッチ を 当 て た もの で あ る。
X― windowの 日本 語 化 に つ い て も何 ヶ所 か で 同 時 並 行 的 に進 め られ ,既 に 幾 つ

か の パ ー ジ ヨン が 出 回 つて い る。 PDSと して は ,東 京 工 業 大 学 の 篠 田 氏 の もの

(篠 田 X),同 じく東 工人の佐野・ 高
に前者 は JUNET上 の ニュースに投

も多 い。

両者 とも Xプ ロ トコル (XToxt)を 改造 して ,日 本語 を表示す るよ うに して いる .

つ ま り,サ ーバ ー とクラ イア ン トの双 方の改造 が必 要である。 クライア ン トと

しては ,シ エル であ る (日 本 語化 され た )xte rmが 使 え る .

ただ し改造の方針 が両者で異 な り,篠 田 Xが 日本語 につ いては 8ビ ッ トロが

立 った E LJ Cコ ー ドを送 るこ とに よつて 日本語 と ASCII文 字 を区別 して いるの

に対 し,佐 野 Xは フオン トを切 り替 え るこ とに よつて両者の表示 を区別 を して

いる。

その他 に も,サ ーバ ーは一切改造せ ずに ,日 本 語 フオン トを 256文 字 ずつ

の onx形 式 ファイル に分 けて格納 し,ク ライア ン ト側 で必要 に応 じて フオン ト

を切 り替 え る という方式 で ,X― windowを 改造 して いる所 もあ る。

ちなみに佐野 Xの サ ーバ ーは Sony NEWSの X― WindoWシ ステム とコ ンパチ プ

ル であ り, NEWSの J termが SUNの 上で使 用 可能 であ る (逆 も可 ).電 総研
で は SUNと NEWSが ネツ トワークで繋 が っているこ ともあ って ,佐 野 Xを イン

ス トール してあ る。

日本 語 を表示 する ときに問題 となるのは フオン トであ る。現在 JISフ オン ト

を使 い 16x16,24x24の フオン トが使 用可能 であ る .こ れで普通 の用途 には十

分 であ る。特 に 24x24は SUNの 11lgh Resolution MOnoデ ィス プ レイ (1600xl

280)で みる と結構 美 しい。 JISフ オン トは ご く僅かの手 数料 で手 には いるので

誰 にで も使 って も らえ る と思 う.ま たパ プ リック・ ドメイ ンに 14x14の フオン

トが出回 つて いる .

X― windowに 関 して は ,最 近や っと version ilが 出回 り始 めた。 このパ ー ジ

ヨンの 日本 語化 にあ た つては ,前 パ ー ジヨンの様 に各所 で勝 手にや るのではな

く,な ん らかの標準 を設 け よ うという動 きがあ る.各 メーカ ーに も是井 この標

準 化 に協力 して いただきたい とい うの が ,ユ ーザか らの 切実 な希望 である。

配布 に関 して は ,Nomacsと 同 じで ,篠 田 Xが オ リジナ ルの X―WindOWに 対す

るパ ッチの形 でニュース 上に投稿 され て いるので , .I tJ N 1l Tが 利用 で きるサ
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イ トは用意 に手 に入 るであ ろ う .

この原稿 を書 いている今 , JUNET上 の ニユースに東工大の佐野氏作成 の k te

rm(Verslon llに 対応 した漢字版 Xterm)が 投稿 され た.サ ーバ ーの改造 は
不 要にな つて いる。発表の時点 で は ,よ り詳 しい報 告が できるもの と思 う。

4。 |1本 語 の 入 力

Wnn(う んぬ )は ,京 都 大学 の数理解析研究所 が ,(株 )ア ステ ック と(株 )立 石
電機の 協力 を得 て開発 した ,主 に UNIXの 上 で動 く仮名漢字 変換 システムであ
る。

ソースは C言 語で書 かれて いるため ,移 植 は比 較的容 易 と言われて いる .こ
の ため ,色 色 な計算機 の 上で ,同 じ日本語環境 を提供 で きる。
Wnnは いわゆ る,フ ロン ト・ エ ン ド・ プ ロセ ッサ であ る。具体 的には UNIX
の仮想端末機能 (PTY)を 用 いて ,ユ ーザの キー人 力 (例 えば ,ロ ーマ字 入力 )
を仮名漢字混 じりの 出力 と してア プ リケー シヨンに送 り込 む .

ユーザか らみ た Wnnは 大変使 い勝 つての良 い システムであ る.こ れ は ,キ ー
の定義 な どユーザに開放 できる部分 はできるだけ開放 した結 果 ともいえる。 こ

れ によつて ,ユ ーザ ごとに例 えば常用 するキーボー ドの種類 に応 じて好みの キ
ー定義 で使 うこ とが できる。

普通 の キー定義 は Emacsラ イクな コン トロール・ キーに よるコマ ン ドと ロー
マ字仮 名変換 ,仮 名漢字 変換 を組 み合わせ たものである。 この場合 キー定義 は
コマ ン ドのみ な らず ,ロ ーマ字・ 仮名の対応 (例 え ば 'Xl'で 'い 。)な ども定
義 できる。

また , JIs仮 名入 力 と仮名 漢変換 を組 み合わせ た り,さ らに ,句 点人 力 ,T一
COde入 力な どの直接 入力 も勿論可能 である。 これ は キー定義 の表 の プ ログラム
だけで可能 な訳 であ る。 もっともその ような表 を作 るこ と自体 は結構 大変 だが .

最近 ,半 角仮名入 力や , EmaCSコ マ ン ド入力 に便利 な 「桜川表 」 (京 大の桜
川 氏に よる )が ネッ トワークで発表 され た .筆 者 らは ともに この表 を若干修飾
したもの を喜んで用 いて いる。

Wnnは ,複 数 の プ ロセ スが 協調 して仕事 をす る,サ ーバ・ クライア ン ト方式
を採用 した実現法 を とる .辞 書情 報 を扱 うプロセスは JsorVorと 呼ばれ る。js
e rVerは クライア ン トであ る , wnn(ユ ーザの プロセス )か らの リモ ー ト Cプ ロ
シー ジヤ 。コールの形 で要求 を受 け付 け ,仮 名漢変換サ ー ビスを行 う.プ ロセ
ス問通信 には ソケ ッ トを用 いる。 ネ ッ トワーク間の ソケ ッ ト結 合 を通 じて ,jse
rVe rを ネ ッ トワークで共有 す る,inet化 Wnnも 開発 されつつあ る。
jSCrVcrは 辞 書をメモ リー中に読み込む ため 2Mby to以 上の メモ リを消 費す
る上 ,辞 書探索 の特 性上局所性 が少 な いため仮 想記憶 も うま く働 かず ,計 算機
の 多少の負担 となるのである .そ うい う意 味で も inot化 は待 たれ る所 である .
仮 名漢字変換法 は ,後 ろ向 きの n文 節評価値 最大法 とい うもの で ,単 語頻度 ,
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文節長 さ,自 立語長 さ。 な どのパ ラ メータに重 み を付 けて足 し算 したものが 単
文節の評価値 とな り,こ の単 文節 の評価値 の和 を評価値 とす るものである .こ

れ は,普 通 の ワープ ロな どの変換 方式 であ る, 2文 節最 長一致 (2文 節 に関 し
て ,文 節長 さだけ をバ ラーメタとする もの )を 含ん だ ,よ リー般性 の あ るもの
となつて いる.重 み に関 して は ,こ れ をクライア ン トご とにダイナ ミックに変
更 可能 なの で ,さ まざまな評価法 を試み るこ とがで きる。参考文献 と して ,〔 2〕

を挙げてお く .

5。 清 書 システ ム

日本 語 TeX(JToX)に つ いて も二 つの PDSパ ー ジ ヨンが知 られて いる。 ―・
つ は Asollの 大野 氏 と倉沢 氏の もので ,も う一つは NTTの 斉藤 氏に よるもの
である .こ れ らは近 い将来 に少 な くともその仕様 だけは統 一 され るはずであ る .

ここでは ソフ トウェア科学会で配布予定 の NTTの 斉藤 氏パ ージ ヨンにつ いて

のべ る .こ れ は 日本 TeXユ ーザ グル ープでの発表及 び Tug Boat(米 国 TeX
Users Croupの 会報 )に 投稿 され た斉藤 氏 の論 文 に基 づ くものである。
JToXは ToXの 全 ての機能 ,例 えばあの美 しい数 式表示 ,を 維持 しなが ら ||
本 語て論文清書 がで きる ように したものである。 もちろん幅 ぞろえ ,日 本 語禁

則処理 は 自動的 に処 理 され る。勿論 9 TeXマ タ ロであ る LaTOXも 使 える。
また ,X― window上 での プ レビュ ウア (画 面上 で刷 り上 が りを確 かめ るもの )

である xdviに も斉藤 氏 による改造 か加 え られ ,稼 働 して いる。

フオン トは大 日本 印刷 によつてサ イ ト毎 に 95, 000円 で提供 され る。 こ

れ は 50種 ものサ イズ と明朝 ,ゴ チ ツクの 2つ の 書体 を含ん でいる,大 きなも
の で̈あ る .

課題 と しては ,プ リンター・ サ ポー トが いまの ところ不足 して いる .確 認 さ
れ ているの は Apple Laser Writerお よび Imagen 8/300,Imagen 3320で あ る。

これ を はや い うちに Canon Laser Shot(AJ2)や Sony Nows LBPな どの安価

な プ リンタで動 くよ うに した い。

Canon Laser Shotに 関 して は (英 文用の )デ バイ ス・ ドライパ が 日本 TeX
ユ ーザ会か らパ ブ リック・ ドメイ ンに既 に提供 され ている。 これ に簡 単な改造

を施せ ば よいだ ろ う .

BIBTeX(LaTeX用 文献整理 システ ム )な ど,TeX Wareと 呼ばれ るツールの

日本語化 も課題 であ る .ま た ,フ オン トは ,い まの ところパ プ リック・ ドメイ

ンの ものは使 え ない。

実 は この原稿 の時点 で は まだ電総研 では JTexが 稼働 して いな いが ,発 表時

点 では動 いて いる予 定 である。

6。 おわ りに
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となる ことが幾 つかある。 ここで問題点 を列記 し皆 さんの ご協力 を仰 ぎたい。

(1)日 本語 フオン ト

日本 語 フオン トはある意味 で PDS日 本語環境 最大の ネ ックであ る。 いまPDS
であるのはアステ ックの橘 氏 による 14x14ド ッ トの PDSフ オン トだけであ る。
その他 に 自由に使 用 可能 な フオン トと して電総研 で使 つて いるのが ,日 本規
格 協会 に よるいわゆ る 16x16ド ッ ト,24x24ド ツ ト JISフ オン トであ る .
この フオン トは 自由に使 うこ とが でき ,ま た 日本規格 協会か ら若 千の手数料 で
手に入 るの だが ,こ れ を 自由に複製 して良 いか どうかにつ いては明確 な回答が
得 られ ていない .

この フオン トは 「規格 」であ り,本 来 PDSの 性格 を持 つ筈 であ るの で ,大 学 ,
研究機 関での 日本語処理研究 の 11台 を提供 する とい う意 味で も,関 係 者の ご配
慮 を是非 お願 い した い。

また清書 システ ムで用 いるため に ,書 体 ,大 きさ ともに 1)DSフ オン トの いっ
そ うの 充実 が強 く望 まれ る .

(2)「1本 語 辞書

現在 Wnnで 用 い られて いる 日本 語辞書は ,日 本電子 協会 (7?7)の 配布 するの
ものであ り, ロイヤ リテ ィーが必 要である .

これ に代 わ る辞書 と して現在 JUNET° ネツ トワーク 11で 公共辞書 プロジェク ト

(pubdiCプ ロジエク ト)が 進行 しつつあ る。 これ は ,各 人 が入力 (登 録 )し
た辞書 をネ ッ トワー ク 11で 収集 し,一 つの辞書 を作 り 11げ よ うというもの であ
る .基 本 となる比較 的小 さな辞書 も始 めに提供 され る筈 であ る。 この ため ネ ッ
トワー ク上 のみ な さんの 協力次第 では比較的簡 単に完成 する ことがみ こめ る .

勿論 ,電 総 研有志 で もで きるかぎ り協力す るつ も りであ る。

(3)PDSに 関す る法 律 ヒの問題

ここで紹 介 した ソフ トウエアは厳密 に考 えれ ば PDSと 呼べ ないもの も含 まれ
て いる。例 えば , Wnnは いまの ところ 自由な配布 が認め られ て いない .ま た ,
Cnuに つ いては , CnuManirestに 従 った強 い使用制限 があ る。 もっ ともこれ
は 前に も述 べ た ように Cnuソ フ トウェア をよ り多 くの人 に使 って貰 うためで
あ るが .

その他 PDSが 引き起 こすであ ろ う問題 と して ,例 えば

0配 布 ・ 複 製 は 自由 に で き る の か ?
0改 良 な ど に 関 す る 権 利 は ど うな る の か ?
。他 の (営 利 目的 の )ソ フ トに組 み 込 め る の か ?
。・ 使 用 権 が 打 ち 切 られ る こ とは な いの か ?

第29回 プログラミング
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などが考え られる。

また , PDSを 配布 する側の問題 として

・ 損害 を賠償 す る責任 はあるのか ?

な どが考え られ る.筆 者 は法律問題の専門家ではな いの で ,こ こでは これ以 上
詳 しく論 じるこ とはで きない。読 み易 い文献 と して〔3〕 をあげ たい。 また ,(】 nu

Mani Festは 「ソフ トウェア共産 主義 宣言」であ り,考 え よ うに よつては大変
過激 な読み ものであ る。 大変面 白いの で是非一読 をお勧 め したい。

この ように, PDSは さ まざまな問題 をは らんでは いるが , Cnu Emacs,X― Wi
ndow,ToXな どは既 に研 究 にな くてはな らない もの とな って いる。問題 が難 し
いか らとい って諦 めず ,す こ しで も研 究用 ソフ トウェアの 自由な流通 に ご協力
をいただきたい。

今回話題 とな った ソフ トウェア につ いて は ソース も公 開 されて いるか ら改良

も 自由であ る.日 本 語処理の発展 のために も 自由に使 え る日本語資源 の一層 の

充実に皆 さんの 協力 をお願 いする次第 であ る。

参考文献
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